
学校教育目標 「学ぶ楽しさ 生きる喜び 瞳かがやく浅小っ子」
～特認校「失敗こそ成長のエンジンだ！」～

合い言葉「浅内小は家族」

文責：校長 三洲 龍太

先週、マラソン大会が行われました。当日は、

保護者の方々の温かいご声援、ありがとうござい

ました。どの子どもも張り切って参加することが

できたと思います。

マラソン大会では、子どもたち一人一人が目標

を立て、その目標に向かって、体育の時間やチャ

レンジマラソンタイムを中心に努力してきました。

中には、大会に向けて、家に帰ってからも、走る

練習をした子どももいたと聞いております。子ど

もたち一人一人のがんばりに大きな拍手を贈りた

いと思います。長い距離を走ることは決して楽な

ことではありませんが、苦しいことを仲間や保護

者の方々から励まされながら乗り越えることができ

た子どもたちです。今回の経験も、成長のために大

きな財産になったと思います。

大会終了後、縦割り班ごとに、なべっこ会を行い

ました。きりたんぽ鍋に使われたネギは、５・６年

生が、浅内小応援隊の方々の協力を得ながら、大切

に育ててきたものです。暑い夏も雑草取り等、世話

をしてきました。縦割り班の班長は、今まで先輩か

ら面倒をみてもらった経験を基に、下級生のお椀に

きりたんぽをよそってあげるなど、率先してお世話

をしてくれました。下級生は、こんな５・６年生の

姿を見て、自分が５・６年生になったとき、下級生

の

世話をするようになるのだと思います。こうして、

本校の温かい伝統は、受け継がれていくのだろう

と思いました。

今年度も、折り返しとなりました。「浅内小は家

族」。明日からも力を合わせ、支え励まし合いなが

ら、一人一人の成長を喜び合いたいと思います。

今後とも、子どもたちに温かいご声援をよろしく

お願いいたします。
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○保護者アンケート結果「20 その他、ご意見、ご要望等がありましたらお書きください。」について
・初めての学校生活、不安でしたが、元気に通えて安心しています。楽しく通えているのが何よりです。

→入学当初、様々なことについて不安もあったかと思いますが、お子さんが学校生活に慣れ、元気に登校している

ことを嬉しく思っております。

・放課後の部活等、野球部を作ってほしい

→現在、小学校の部活動はスポーツ少年団に移行しており、少子化もあり、残念ながら学校での部活動の発足は難

しい状況といえます。ただ、多様な運動に触れることができるよう、体育や休み時間の運動について工夫してま

いります。

・いつもお世話になっております。息子も学校には楽しく通い、出来事もよく話しているので、先生方の授業や関り

合いは有り難く思っているところですが、アンケートの９、11、14は親としては校内でのことで正直よく分からな

いというか、子どもの話を聞いて何となくの感じで答えさせてもらいました。児童数が少ない分、一人一人のこと

を子どもたちも先生方もよくく理解して接して下さってると思っています。うちの息子にはよい環境で親としては

安心しています。これからもよろしくお願い致します。

→今後も学級担任を中心に、全教職員で子どもたちの成長を支援してまいります。ぜひ、今後ともお子さんと毎日

の活動を話題にしていただき、私たち学校とともに子どもたちの成長にためにご協力をお願いいたします。

・夏休み中、学校のプールに自転車で行く際の間の道路（県道）の草がたくさんあったのが大変だったと言っていま

した。夏休み前に整備してほしいと申請した方がいいのかと思いました。

→貴重なご意見ありがとうございます。今後とも、通学路の状況に留意いたします。また、お気付きの点がありま

したら、いつでも学校までご連絡ください。

・先生の中で、子どもに対して言葉遣いが悪い方がいるようです。残念でなりません。

→大変申し訳ありませんでした。私たちが発する言葉も、子どもたちにとって重要な言語環境となります。また、

「教師対子ども」である前に、「人対人」であることを念頭に置き、子どもたちに接してまいります。

・今までに比べて、今年は学級通信的なお知らせが少ないような気がします。これまでは学年やクラスの予定等、プ

リントで渡されていた気がしてたので、なんとなく不安で、いつも子供に今日は何もない？伝え忘れてない？と

聞いてしまうことが多々あります。先生によって方針が違うので、それは仕方のないことかもしれませんが、いま

だに先生と連携が取れていない気がして、なんとなく不安は感じています。アプリやプリントでも何でもいいので、

もう少し学校での様子等が知りたいなと思ったりするときがあります。

→学校報「あさない」No.3でもお知らせしましたが、今年度、行事予定等は、学校報やホームページで公開とし、

学級通信では、発行数を意識せず、できるだけ子どもの具立的な姿を掲載するよう心掛けております。今後、重

要なお知らせについては、連絡帳やtetoru等によって漏れのないよう心掛け、学校と家庭との連携を図るよう心

掛けます。よろしくお願いいたします。

・大人の先生たちからしたら、普通に子供達と接していただいてるかもしれませんが、子どもはだいぶ不信感や不満

をもってしまっているときがあります。子ども自身も生意気な態度や至らないところで大人も腹が立つような場面

もあるかと思いますが、大人にとっては当たり前でも、子供も納得できていないと、分からないと思うので、しっ

かり説明したり話し合ったり向き合ってほしいなと思います。それこそ、連絡帳でもお手紙でも伝えていただけれ

ば、家でもちゃんと話し合ったりできると思うので、知らせてほしいです。

→おっしゃる通りだと思います。特に叱る際は、子どもたちの心に寄り添い、子どもが前向きに物事を考えていく

ことができるような言葉掛けを心掛けてまいります。

・先日は親子レクありがとうございました。校長先生や教頭先生、担任の先生の協力もあり、子どもも親もとても楽

しめましたし大成功で終えることが出来てよい思い出になりました。本当にありがとうございました。

→思い出に残る親子レクになって嬉しく思います。今後とも、子どもたちのために、保護者の方々と力を合わせて

活動できたらと考えております。

・昨日のＰＴＡ清掃活動には、たくさんの保護者の方に参加いただき、誠にありがとうございました。

おかげで校内がきれいになりました。

・10、11月の行事予定は、ホームページに掲載しております。


